
★ホームページ http://sawako-aizaki.com  
★ブログ http://yaplog.jp/sawako-aizaki/毎日更新中！ 
★ホームページ(携帯版） 右記のＱＲコードから 
★ツイッター http://twitter.com/#!/aizakisawako 
★活動ニュース バックナンバーは上記ＨＰに。郵送希望はご連絡を 
★フェイスブック   ★ミクシィ 
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検索 相崎佐和子 

 
  
 お茶を飲みながら気軽に市政など
について語り合う「サワコの茶話会」
を3ヶ月に1回、開催しています。皆
様の貴重なお声を、より良い伊丹づ
くりに活かしてまいります。ぜひご参
加ください！詳細は下記まで！ 

サワコの茶話会 

相崎佐和子 

想いや方向性を同じくする

認め

： 

  

 2月28日、「大村 飯南 伊丹 味覚の会」がスワンホールで実施されました。 

 長崎県大村市・島根県飯南町は、伊丹市の姉妹都市。 「伊丹市姉妹都市 

協会」の主催による、三市町合同の“味覚の会”です。 

 大村市の園田市長・飯南町の山碕町長はじめ、両市町から多くの方が伊丹 

に来てくださいました。三市町ご自慢の味覚が披露されるとともに、即売会も 

実施され、会場は和やかな雰囲気に包まれました。 
 

 姉妹都市としていかなる交流をすべきか出来るのか。最近よく考えます。 

 まず教育面では、子どもたちが相互に行き来して交流しています。 伊丹や大村が飯南 

に行って農業体験やスキー体験を、飯南が伊丹に来て都会体験（飯南町長談）をする。 

未来を担う子どもたちの貴重な体験の場として姉妹都市を活用していければ。 

 そして経済面。今回、各所の物産が即売されました。伊丹市内には飯南で有名なお蕎 

麦屋さんの支店もあります。 姉妹都市を活かして、各都市の経済効果に寄与できれば。 

 あと防災面。東日本大震災の際、被災地と姉妹都市を提携していた自治体は、その都 

市をメインに支援したと聞きます。 姉妹都市提携していることで有事の際に相互支援が 

可能です。 
 

  今後とも、姉妹都市との有意義な交流の行方を探り進めていきます。 

姉妹都市の交流やいかに？！ ～大村・飯南・伊丹 味覚の会～ 

 

■「パートナーシップ条例」 at 東京都渋谷区 
  渋谷区は昨年、「パートナーシップ条例」※を策定しました。  戸籍上の性が同一の２人が、パートナーとして区
役所に証明書を提出できる条例です。 全国初の取り組みで、策定時は大きく報道されました。 世田谷区・宝塚
市もパートナー証明を導入しましたが、条例で定めているのは渋谷区のみです。 
 ※正式名称は「渋谷区男女平等及び多様性を尊重する社会を推進する条例」 

 

 最近、全国の自治体でＬＧＢＴ（性的少数者）の支援が議論されるようになりましたが、契機の1つになったのが

渋谷区の当条例。 ＬＧＢＴ支援については様々な意見がある中、なぜ渋谷区が条例を可決できたのか聞くと、

区長の強い意志があったことと（世田谷区や宝塚市も同じ傾向）、議会では懸念の声もあったものの当事者を支

援せねばとのウエーブがあった、とのこと。 実際の証明書発行数は６件。数としては多くないが、仕組みを整え

たことに大きな意義があったと捉えているそうです。 
 
 伊丹市では、ＬＧＢＴ支援にどうかかわるか。この3月議会では、市長と 
教育長の所信表明にてＬＧＢＴの支援を進める方向性が示され、支援の 
充実を求める請願も賛成多数で可決されました。今後、当事者が抱える 
課題をきめ細かく把握し、適切な支援を進めたいと思います。 
  

乾杯の発声を 
させていただく 


